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第

3
次

今
金
町

行
政
改
革
大
綱

で
き
る

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
町
で
は
、
平
成
口
年

4
月
に
行
政
改

革
推
進
室
を
設
置
し
、
第

2
次
行
政
改

革
の
評
価
や
新
た
な
組
織
機
構
の
た
め

の
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
と
も
に
、

第

3
次
大
綱
の
策
定
に
向
け

「自
ら
考

え

・
自
ら
改
革
す
る
什
に
を
テ

l
マ
に

「職
員

I
人

i
提
案
」
や

「職
桐
明
か
ら
の

提
案
」
等
の
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

推
進
本
部
で
は
、
こ
の
検
討
結
果
や

提
案
内
容
等
を
参
考
と
し
、
今
金
町
行

政
改
革
維
進
委
員
会
に
諮
問
し
て
い
た

「第

3
次
今
金
町
行
政
改
革
に
関
す
る

主
要
項
目
」
に
つ
い
て
、
去
る

2
月
日

日
に
委
員
会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
意
見
等
を
十
分
に
尊
重
し
、

新
た
な
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め

「第

3
次
今
金
町
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
怪
力
定
員
の
紛
減
を
行
い
、
織

員
培
員
の
抑
制
に
努
め
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
組
織

・
機
構
の
簡

素
合
理
化
、
民
間
委
託
、

O
A
化

等
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
の
策

定
に
あ
た

っ
て
は
、
定
員
モ
デ
ル

や
類
似
団
体
別
職
員
数
の
状
況
を

参
考
と
し
、
町
の
実
情
に
応
じ
た

定
員
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
再
任
用
制
度
の
導
入
な

ど
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

③
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

支
給
対
象
や
支
給
基
準
等
を
精
査

し
、
廃
止
等
を
含
め
抜
本
的
な
見

直
し
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

圃
人
材
の
育
成
・
確
保
関
係

国

①
人
材
育
成
基
本
計
画
に
基
づ

き、

職
員
の
能
力
開
発
を
効
果
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
職
場
の

実
務
研
修
や
ワ
ー
キ
ン
グ
等
の
積

極
的
な
活
用
に
よ
り
、
職
員
の
意

識
改
革
に
努
め
ま
す
。

②
地
方
分
権
に
適
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
政
策
形
成
能

力
や
法
務
能
力
等
の
向
上
に
配
慮

し
、
自
治
研
修
所
・
市
町
村
中
央

研
修
等
の
多
様
な
研
修
機
会
の
提

供
に
努
め
、
幅
広
い
見
識
を
持
っ

た
人
材
の
育
成
等
を
図
る
た
め
、

(平成13年度~平成17年度) I 

告IJ

行
政
改
革
推
進
本
部

・
町
長

・
助
役

・
収
入
役

・
教
育
長

課
長
職
等
で
構
成

体進

Cコ
行
政
改
革
推
進
委
員
会

.
町
民
の
代
表
者
等
叩
人
で
構
成

推

基

本

方

針

地
方
分
権
の
新
た
な
時
代

の
流
れ
を
見
据
え
、
高
度
多

様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ
に
応

え
る
た
め
、
住
民
自
治
を
基

礎
と
し
た
創
造
性
笠
か
な
分

権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「町
民
の
参
加
と
連
携
・協
働

に
よ
る
ま
ち
e
つ
く
り
」
を
目

指
し
ま
す
。

第
4
次
総
合
計
画
の
「
今

金
し
あ
わ
せ
物
語
」
の
具
体

化
に
向
け
て
、
職
員
の
資
質

向
上
、
新
た
な
課
題
へ
の
柔

軟
な
対
処
、
町
民
意
識
の
変

革
な
ど
の
活
性
型
の
行
政
改

革
を
併
行
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。• 

道
へ
の
派
遣
、
人
事
交
流
等
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

園
行
政
の
情
報
化
等
行
政
サ

l
圃

圃
ヒ
ス
の
向
上
関
係

圃

①
町
民
に
対
し
て
常
に
優
し
い
対

応
を
心
掛
け
る
よ
う
、
職
員
の
挨

拶
、
説
明
の
仕
方
、
身
だ
し
な
み

等
の
指
導
に
努
め
、

町
民
の
立
場

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
図

り
、
類
似

・
関
連
し
た
施
策
・
業

務
の
集
約
化
等
を
検
討
し
、
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

②
行
政
情
報
の
電
子
化
と
そ
の
総

合
的
利
用
の
た
め
、
庁
内
L
A
N

の
整
備
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
、
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
を
積
極

的
に
進
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
等
を

活
用
し
、
各
種
申
請
手
続
の
簡
素

化
、
迅
速
化
等
の
町
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

ま
す
。
な
お
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

等
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の

保
護
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

-
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

.

圃
向
上
関
係

圃

①
適
正
で
効
率
的
な
行
政
運
蛍
の

確
保
の
た
め
、
監
査
委
員
に
よ
る

監
査
の
充
実
や
機
能
の
強
化
を
図

り
、
情
報
公
開
制
度
の
運
用
の
実

態
を
踏
ま
え
、
よ
り
内
容
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
デ

諮 問

。答 申
こ
の
た
め
に
は
、
町
民
に
対
し

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
町
政

の
基
本
方
針
、
行
政
の
責
任
領

域
、
行
政
関
与
の
必
要
性
、
サ
ー

ビ
ス
と
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
の
情
報
を
提
供
し
、
町
政
へ
の

参
加
を
促
し
、
行
政
改
革
に
つ
い

て
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

こ
の
大
綱
は
、
平
成
同
年
度
か

ら
平
成
げ
年
度
ま
で
の

5
年
間
に

わ
た
っ
て
推
進
す
る
行
政
改
革
の

基
本
方
針
並
び
に
主
要
項
目
の
具

体
的
な
方
針
等
を
定
め
ま
す
。
ま

た
、
計
画

・
推
進
状
況
を
公
表
し
、

町
民
の
意
見
等
を
反
映
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
確
保
に
十
分
配
慮
し
、

町
議
会

・
各
関
係
団
体
及
び
町
民

各
層
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
職
員
等
の
意
識
改
革
を
図
り

推
進
に
努
め
ま
す
。

タ
ベ
ー
ス
化
等
に
よ
る
適
正
な

情
報
管
理
に
努
め
ま
す
。

②
行
政
改
革
を
般
進
す
る
た
め
に

は
、
改
革
の
内
容
、
推
進
状
況
等

に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う

工
夫
を
講
じ
積
極
的
に
公
表
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
も
活
用

し
広
く
町
民
に
情
報
を
提
供
す
る

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

職
員
の
定
員
及
び
給
与
の
状

況
、
財
政
状
況
、
監
査
結
果
、
入

札
結
果
、

予
定
価
格
等
の
積
極
的

な
公
表
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

し
ま
す
。

園
経
費
の
節
減
合
理
化
等

圃

圃
財
政
の
健
全
化
関
係

圃

①
地
方
財
政
は
今
後
も
厳
し
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
自
主
財
源
の
確

保
の
た
め
、
町
税
の
課
税
客
体
等

の
的
確
な
把
握
や
滞
納
整
理
の
実

施
等
に
よ
り
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
も

定
期
的
な
見
直
し
ゃ
受
益
者
負
担

の
適
正
化
等
に
努
め
ま
す
。

町
財
政
の
厳
し
い
現
状
を
広
く

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
(
貸
借
対
照
表
)

の
導
入
や
将
来
予
測
な
ど
の
分
か

り
ゃ
す
い
提
供
方
法
を
検
討
し
ま

す
。

-
会
館
等
公
共
施
設
関
係

圃

①
既
存
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

主

要

項

目

園
事
務
事
業
の
見
直
し
関
係

圃

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
等

今
後
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
効
果
的
な
事
務

事
業
の
執
行
と
行
政
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
、
新
た
な
評
価
制

度
の
導
入
と
と
も
に
行
政
の
責
任

領
域
や
関
与
の
必
要
性
、
受
益
と

負
担
の
公
平
確
保
、
事
業
効
果
等

の
見
直
を
検
討
し
ま
す
。

第
4
次
今
金
町
総
合
計
画
の
実

施
に
あ
た

っ
て
は
、
予
算
編
成
シ

ス
テ
ム
と
総
合
計
画
を
連
動
さ
せ

る
た
め
の
評
価
制
度
の
活
用
や
各

年
度
こ
と
に

一
定
の
重
点
項
目
を

設
定
す
る
等
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
検
討
し
ま
す
。

②
規
制
緩
和
の
推
進

町
の
前
認
可
等
の
規
制
に
つ
い

て
は
、
事
務
手
続
の
簡
略
化
や
処

理
日
数
の
短
縮
化
等
を
検
討
し
、

特
に
住
民
に
求
め
て
い
る
押
印
に

つ
い
て
、
廃
止
等
を
含
め
て
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

③
民
間
委
託
等
の
推
進

行
政
運
営
の
効
率
化
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
民
間

委
託
等
が
適
正
な
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
適
正
な
管
理
監
督
の
下
に
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
り

民
間
委
託
等
を
推
進
し
ま
す
。

④
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
事
務

• • 
は
、
計
画
的
な
維
持
修
繕
に
努

め
、
効
率
化
の
観
点
か
ら
配
置
計

画
等
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
遊
休
施
設
に
つ
い
て
は
、

広
域
的
な
利
用
や
町
民
か
ら
の
要

望
が
多
い
利
用
目
的
へ
の
転
用
等

を
検
討
し
ま
す
。

②
公
共
施
設
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
周
辺
地

域
の
施
設
と
の
機
能

・
役
割
分
担

等
の
明
確
化
を
図
り
ま
す
。

③
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
運
蛍
の
効

率
化
に
留
意
し
、
管
理
委
託
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
等
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

田
公
共
工
事
関
係

圃

公
共
工
事
に
係
る
入
札
契
約

手
続
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
と
公

平
性
の
確
保
の
た
め
、
適
切
な
入

札
方
式
等
の
検
討
や
運
用
の
改
善

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
設

計
単
価
や
予
定
価
格
の
設
定
等
に

よ
る
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

圃
広
域
行
政
関
係

国

①
広
域
的
な
処
理
が
適
切
な
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
連
合
化

や
複
合
的

一
部
事
務
組
合
化
に
よ

る
実
施
体
制
の
強
化
を
検
討
し
ま

す。②
今
後
の
支
庁
再
編
や
出
先
機
関

の
簡
素
化
と
と
も
に
、
行
政
の
責

任
分
野
、

経
費
負
担
の
あ
り
方
、
行

政
効
果
等
を
精
査
の
上
、
廃
止
、
統

合
、
メ
ニ
ュ
ー
化
等
に
よ
り
、
今
後

も
整
理
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
地
方
分
権
に
対
応
し
た
簡
素
効

率
化
と
統
合
化

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
町

が
自
主
的
主
体
的
に
決
定
し
、

処
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
分
野
が

拡
大
さ
れ
、
権
限
委
譲
事
務
も
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
事
務
処
理
の

簡
素
効
率
化
を
図
り
、
総
合
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
の
展
開
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

〕
今

ζ〔

圃
組
織

・
機
構
関
係
圃

新
た
な
行
政
楳
題
や
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
即
応
し
た
施
策
を
総
合
的

か
つ
機
能
的
に
展
開
す
る
た
め
、
実

質
的
に
事
務
事
業
を
遂
行
で
き
る

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・機
構
の
構

築
を
目
指
し
、
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
制

度
の
導
入
等
を
検
討
し
ま
す
。

-
外
郭
団
体
関
係

国

公
社
等
の
外
郭
団
体
に
つ
い
て

は
、
活
動
の
実
態
や
運
営
の
状
況

の
見
直
し
を
進
め
、
業
務
の
効
率

化
に
よ
る
経
営
の
健
全
化
を
図
り

ま
す
。

圃
定
員
及
び
給
与
関
係

国

①
地
方
分
権
の
時
代
に
適
応
し
た

の
統
廃
合
等
の
動
き
に
留
意
し
、

本
町
の
行
財
政
へ
の
影
響
等
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

圃
議
会
関
係

圃

情
報
公
開
制
度
の
的
確
な
運
用

を
図
る
た
め
、
議
会
審
議
の
公
開

性
を
高
め
、
議
会
の
機
能
強
化
や

休
日

・
夜
間
議
会
の
開
催
な
ど
町

民
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
な
会
議

運
営
を
検
討
し
ま
す
。

圃
推
進
に
向
け
て

園

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地

域
の
総
合
的
な
行
政
主
体
と
し

て
、
自
立
性
を
発
揮
し
分
権
型
社

会
に
お
け
る
新
た
な
役
割
や
、
時

代
の
変
化
に
適
応
し
た
行
政
シ
ス

テ
ム
を
擁
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

問

民
の
負
担
の
周
大
を
極
力
抑
え
行

政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
改
革
は
時
代
の
要
請
で
あ

り
、
時
に
は
痛
み
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、

「最
小
の
経
費
で

段
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
と
い
う

地
方
自
治
運
営
の
基
本
原
則
に
立

ち
返
り
、
町
民
の
福
祉
向
上
を
目

指
し
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
経
蛍
感

覚
に
立
脚
し
た
行
政
改
革
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

〕円。〔



平成15年
供用開始に向け

下水道事業進む

4
月
初
日
、
平
成
何
年
刊
月
供

用
開
始
に
向
け
、
本
格
的
に
着
工

し
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
安
全
祈
願

祭
が
道
道
丹
羽
今
金
線
沿
の
字
神

丘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈
願
祭
に

は
下
水
道
事
業
団
、
施
工
業
者
、

町
関
係
者
な
ど
多
数
出
席
し
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

今
金
町
の
下
水
道
は
、
平
成

5

年
度
に
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
巣
、
「
下
水
道
が
必
要
」

の
解
答
が
制
%
に
上
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
、
か
つ
て
建
設
省

(
現
国
土
交
通
省
)
が

一
級
河
川
を

対
象
に
実
施
し
た
水
質
調
査
で

5

度

「清
流
日
本
一

」
に
な

っ
た
後

志
利
別
川
の
水
質
が
年
々
悪
化
し

て
き
て
い
る
事
や
、
水
洗
便
所
の

利
便
性
な
ど
を
町
民
の
み
な
さ
ん

が
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
下
水
道
を
使
用
で
き

る
区
域
(
全
体
計
画
区
域
)
を
設
定

し
、
平
成
9
年
度
か
ら
平
成
羽
年

度
に
わ
た
り
整
備
す
る
計
画
を
た

て
、
概
算
事
業
費
は
約
幻
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

文
、
全
体
計
画
区
域
の
約
半
分

を
、
第
1
期
工
事
区
域
と
し
て
事

業
認
可
を
受
け
、
平
成
9
年
度
に

事
業
が
着
手
し
、
平
成
同
年
同
月

の
供
用
開
始
を
回
指
し
、
現
在
汚

水
管
渠
敷
設
等
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
第

1
期
工
事
区
域

， 

.. 
ー'

介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
決
定

檎
山
北
部
4
町
介
護
認
定
審
査
会

檎
山
北
部
4
町
(
今
金
町
・
瀬

棚
町
・
北
槍
山
町
・
大
成
町
)
で

は
、
要
介
護
認
定
(
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
必
ず

行
う
認
定
)
を
行
う
介
護
認
定
審

査
会
を
、
審
査
判
定
に
関
す
る
公

平
性
や
人
材
の
有
効
活
用
等
を
目

的
に
共
同
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

3
月

幻

目
、
総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」
に
お
い
て
、

4
町
の

代
表
を
務
め
る
村
本
町
長
か
ら
、

決
定
し
た
ゆ
名
の
委
員
に
対
し
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
第
一
線
で
活
躍
中
の

専
門
家
で
、
交
付
式
終
了
後
に

は
、
早
速
、
地
域
の
高
齢
者
が
公

平
に
安
心
し
て
要
介
護
認
定
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
実
例
を
用
い
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

の
概
算
事
業
費
は
約
四
ω
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

第

l
期
工
事
区
域
の
平
成
は
年

度
末
進
捗
状
況
は
、
汚
水
管
渠
総

延
長
約

m
M
の
う
ち
、
約

M
M
の

整
備
(
整
備
率
約
何
%
)
を
終
え
て

い
ま
す
。
残
り
の
約

9
M
は
平
成

同
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
に
か
け

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

汚
水
管
渠
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

汚
水
を
最
終
的
に
処
理
す
る
処
理

場
に
つ
い
て
は
、
平
成
日
年
7
月

の
完
成
を
目
指
し
平
成
は
年
l
月

に
工
事
が
着
手
し
て
い
ま
す
。
現

在
整
備
が
進
め
ら
れ
、
概
算
工
事

費
は
約
は
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
処
理
場
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
1
階
・
地
上

2
階
建
て
、
床
面
積
約
2
，

7
0

0
m
で
、
一
日
の
汚
水
処
理
量
は

約

1
.
5
2
0
t
と
な
っ
て
い
ま

す。
今
年
度
の
汚
水
管
渠
工
事
は
、

イ
マ
ヌ
エ
ル
通
の
一
部
、
北
海
道

に
て
道
路
整
備
を
進
め
て
い
る
南

通
の

一
部
、
栄
町
・
旭
町
・
本
町
・

昭
和
町
・
八
幡
町
の
商
庖
街
、
町

道
高
美
線
の

一
部
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

委嘱された委員は次のとおりです

檎山北部4町介護認定審査会の概要

〕必匂〔

空塑戸空竺大変ご迷惑をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願いたします。 I

a・• 

医療部門委員

所属及び職名 委員名(職種) 推薦町

地域医師会代表 鈴木二章
今金町

今金町国保病院長 (医 師)

今金町介護老人 楯 秀貞
今金HlJ

保健施設所長 (医 師)

医療法人明理会 根本 s;g 
北槍山町

道南ロイヤル病院長 (医 師)

大成町国民健康 木内ふみ子
大成町

保険病院副婦長 (看護婦)

特養ホーム 笠原幸子
今金 IsJ

豊寿園看護婦長 (看護婦)

.合議体数

3合議体とする。

※審査会の委員の考え方の統一のため

及び委員の質の確保のため、医師が合

議体長となり属する委員は3ヶ月程度

で属する合議体を入れ替わる。

-任

(平成13年4月 1日現在)

平成13年4月1日~

平成15年3月31日

期

保健部門委員

所属及び職名 委員名(職種) 推薦問]

町民課長補佐
沖崎博子

大成 IIIJ
(保健婦)

町民課主幹
市村正子

北檎山HlJ
(保健婦)

保健福祉課係長
西 弘美

瀬棚 11可
(保健婦)

在宅介護支援 勝田喜枝子
今金町

センター長 (保健婦)

福祉部門委員

所属及び職名 委員名(職種) 推薦町

特養ホーム大成
野口鉄男 大成 l町

長生園施設長

特養ホーム
浅野秀雄 北槍山町

きたひやま荘

社会福祉協議会
山内フサ子

北檎山町
(へルパー)

社会福祉協議会
岩田陵子 瀬棚町

事務局長

制オイレス 芳賀敦子
瀬棚町

主任 (へルパー)

社会福祉協議会
鈴木 捷 今金 IIIJ

事務局長

.委員名簿

〕5
 
〔



(32歳)

ざ
ま
な
外
科

の
患
者
さ
ん

が
来
る
の
で

大
変
勉
強
に

な
る
そ
う
で

す。
趣
味
は
ゴ

ル
フ
、
山
登

り
、
ド
ラ
イ

ブ
、
映
画
鑑

賞
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
釣

り
に
も
挑
戦

し
て
み
た
い

と
、
今
ま
で

あ
ま
り
休
め

な
か
っ
た
休

日
を
満
喫
し

4
月
1
日
付
け
で
、
国
保
病
院

の
外
科
医
師
と
し
て
着
任
し
た
佐

藤
文
彦
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤
先
生
は
札
幌
出
身
で
、
平

成

6
年
札
幌
医
科
大
学
を
卒
業
し

た
後
、

4
月
に
同
大
学
の
附
属
病

院
に
勤
務
し
、
小
樽
披
済
会
病

院
、
市
立
芦
別
病
院
を
経
て
こ
の

4
月
か
ら
今
金
町
国
保
病
院
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
専
門
は
腹
部

・
乳
腺
・

甲
状
腺
で
す
が
、
地
方
の
病
院
に

来
る
と
整
形
や
耳
鼻
科
な
ど
さ
ま

親しみのある交番に

今
金
交
番
所
長

遠

藤

保

今
金
交
番
の
松
井
前
所
長
が
3

月
別
日
を
も

っ
て
退
職
さ
れ
、
そ

の
後
任
と
し
て
こ
の

4
月
に
着
任

し
た
遠
藤
所
長
を
ご
紹
介
し
ま

す。
地
方
の
駐
在
所
が
初
め
て
の
遠

藤
所
長
は
、
今
金
町
に
着
任
す
る

前
、
札
幌
南
警
察
署
の
地
域
課
第

二
統
括
係
長
と
し
て
南
署
管
内
に

あ
る
日
の
交
番
の
当
直
責
任
者
と

し
て

3
年
間
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
夜
の
仕
事
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
酔

っ
た
勢
い
で
の
電
話
対
応

な
ど
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ

た
そ
う
で
す
。

先生

国民病院外科医師

ふみひこ

文彦佐藤

た
い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ

い
て
は

「乳
ガ
ン
の
集
団
検
診
で

地
方
を
回
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る

の
で
、
外
来
の
患
者
さ
ん
に
も
対

応
で
き
ま
す
。
年
に

l
回
だ
け
で

は
な
く
気
軽
に
受
け
て
ほ
し
い
。
」

「
大
き
な
手
術
で
な

い
限
り
、
胆

石
・
ヘ
ル
ニ
ア
・
乳
腺
な
ど
の
手

術
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

， 

4・• 
雄
さ
ん
一一

今
金
町
の
印
象
は
?

「人
間
の
温
か
さ
を
感
じ
る
。
こ

せ
こ
せ
し
て
い
な
い
し
、
話
に
も

余
裕
が
あ
り
、
礼
儀
正
し
い
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
札
幌
の
人

は
、
い
き
な
り
挨
拶
も
せ
ず
用
件

だ
け
を
言
い
、
用
件
が
済
ん
だ
ら

「ど
う
も
」
の

一
言
も
言
わ
ず
去

っ

て
い
く
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

夫
婦
で

8
回
完
走
1

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
と
ス
キ

l
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
、
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
夫
婦
で
参
加
し
、

8
回
も
完
走
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
町
内
で
も
既
に

「今
金
橋
」
か

ら

「田
代
橋
」
に
か
け
て
の
河
川

敷

一
周
や
、
現
在
建
設
中
の

「利

別
大
橋
」
ま
で
の
往
復
を
走

っ
た

り
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
距
隣

新
人
で
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

4
月
1
日
付
け
で
新
採
用
と
な

っ

た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。【総務課】

職員厚生係兼

情報サビス係

佐藤 創

【企画振興課】

企画政策係兼

調査防災係

棚橋大

【建設課】

土木係兼維持係兼

都市計画係

斉 下陽

【
国
保
病
院
】

外

科

医

師

佐

藤

文

彦

(
上
段
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
)

的
に
物
足
り
な
い
の
で
コ

l
ス
を

模
索
中
と
か
。

ジ
ャ

l
ジ
姿
で
走

っ
て
い
る
の

見
か
け
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

町
民
や
関
係
団
体
に

一
言

「関
係
機
関
・
団
体
と
密
接
に

協
力
し
合
っ

て
親
し
み
の
あ
る
交

番
に
し
て
い
き
た
い
。
」

「町
民
の
み
な
さ
ん
に
好
か
れ
、

可
愛
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

生亀きよえさんが平成13年4月l日付けで
総務大臣から行政相談員に再委嘱されまし
た。

行政相談委員とは?
行政相談委員とは役所と皆さんのパイプ
役です。
皆さんから、年金、老人保健、福祉、道
路、登記、郵便 ・貯金、消費者保護、雇用
保険、役所の窓口サービス等の相談をお受
けいたします。

言己

人権擁護委員として
大谷長暗さんが再委嘱 • • 平成13年4月 1日付けをもって法務大臣から大谷

長日告さんが再委嘱を受けました。

相談はどのような方法で?
電話、口頭、手紙で行政相談委員にお申
し出下さい。
回総務庁行政相談委員の氏名 ・住所は 、，

【保健福祉課】

介護福祉係

社会福祉士

伊勢友

【保健福祉課】

健康っくり係

保健婦

I可端

【国保病院】

看護婦

石田

【介護老人保健施設】

介護福祉士

安保恵利香

人権擁護委員とは?

児童・生徒いじめ、体罰、家庭内のいざこざ、借地

借家、不動産、登記、相隣関係等、身近な法律問題な

どの相談に応じます。

いき がめ

生亀きよえ
今金町字今金459番地
の110
2-0760 

名
所

TEL 

氏
住

在
職
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た

美実麻高占

3
月
別
日
付
、
退
職
者

・
定
年
退
職
者

門
建
設
課
】

〕nhu
 
〔

正

課長

市原

車車両係長

安達 広
+ 
!x 

課長

渡辺

技術係長

多固定雄

-
そ
の
他
退
職
者

【
保
健
福
祉
課
】

・
保

健

婦

加

藤

千

示
子

【
国
保
病
院
】

・
外
科
医
師

・

看

護

婦

【
耕
地
開
発
課
】

【
国
保
病
院
】

相談内容については、一切秘密が守られ、相談は

無料ですので、どうぞお気軽にご相談下さい。

・人権擁護委員の氏名・住所は

5月21日(月) ~27日(日)は
「春の行政相談週間」です。

次の日程で行政相談が行われます。
相談は無料です。お気軽にこ守相談下さい。

佐
々
木
賢
一

沢

口

窓

子

大谷 長 陪

今金町字今金603番地

2 -0907 

氏名

住所

TEL 

5月17日(木)
午後1時から 3時まで
II/T民センター
l階小会議室

日
間
所

月

時

場。。。

1
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〔



ー

一
る
一
一〆、-

一
て
一

一つ

匂
-

一や

持
一

一生

仲
一

一学

帥
一

一留

美
一

一
の
一

一
人
一

一

凋

『

-

4
月
5
目
、
美
利
河
小
学
校

(
校
長
小
島
秀
之
)
で
、
愛
知
県

大
府
市
な
ど
か
ら
来
た
4
人
の
山

村
留
学
生
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ロ
年
目
を
迎
え
た
山
村
留
学
、

最
初
は
児
童
を
募
集
す
る
の
に
苦

労
し
て
い
た
美
利
河
小
学
校
も
、

今
で
は
同
窓
生
の
親
か
ら
話
を
聞

い
た
り
友
人
同
士
で
あ
っ
た
り
、

と
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
か
ら
の
情

報
以
外
に
、
人
と
の
つ
な
が
り
で

情
報
を
得
て
留
学
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
口
燕
校
長
の
異
動
に

伴
い
留
学
生
よ
り

一
足
早
く
着
任

し
た
小
島
校
長
は
、

「ど
こ
の
学

校
に
も
負
け
な
い
生
き
る
力
の
つ

け
た
い
。
位
界
に
羽
ば
た
く
子
供

に
育
て
た
い
。
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

留
学
し
た

4
人
の
児
童
が
「
み

ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

(日
ぺ
l
ジ
)
で
、

こ
れ
か
ら
の
抱

負
や
感
想
を
語

っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

15年ぶりに町

内全小学般に

新入学児童
年生νカピ切掲の

養
護
学
般
に
抄
名
か
入
学

子 ・

イ乍 : 
υ圃
liiiの
L交
手通
抗 安
i111 .全
鈴
贈
る
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4
月
日
目
、
北
海
道
今
金
高
等

養
護
学
校
(
校
長
虎
尾
剛
哉
)
で

平
成
同
年
度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、

生
活
科
8
名
、
生
活
園
芸
科
6
名、

生
活
家
庭
科
5
名
の
計
印
名
が
入

学
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

入
学
を
許
可
さ
れ
た
新
入
学
生

に
対
し
虎
尾
校
長
は
、
「
先
生
に
頼

ら
ず
自
分
の
知
恵
で
判
断
し
、
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
語
り
ま
し

た。
続
い
て
新
入
学
生
を
代
表
し
石

山
美
津
子
さ
ん
は
「
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
先
生
方

・
先

， 

... 
設
方
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
。」

と
喜
び
の
言
葉

を
諮
り
ま
し
た
。

ま
た
、
在
校
生
を
代
表
し
井
上

誠
生
徒
会
長
が
、
「
希
望
や
夢
、
不

安
や
寂
し
さ
は
あ
る
と
恩
う
が
同

じ
経
験
を
し
て
き
た
在
校
生
が
手

助
け
を
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
明
る
く
楽
し

い
学
校
に
し
よ
う
。」

と
歓
迎
の

挨
拶
を
し
、
新
入
学
生
の
不
安
を

解
消
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

3
月
初
日
、
商
工
会
女
性
部
か

ら
「
手
作
り
交
通
安
全
鈴
」
が
町

教
育
委
員
会
を
通
じ
新
入
学
児
童

.
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一

こ
の
鈴
は
、
木
を
チ
ュ

l
リ
ッ

ー
プ
型
に
加
工
し
た
も
の
に
、
赤
や

黄
色
な
ど
の
色
を
塗
り
鈴
を
取
り

付
け
た
、
と
て
も
心
の
こ
も
っ
た

手
づ
く
り
の
可
愛
い
鈴
で
す
。

4
月
6
目
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
町
が
共
催
し
、
今
金
小
学
校

前
で
こ
の
日
入
学
式
を
迎
え
る
新

入
学
児
童
に
対
し
交
通
安
全
の
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場

前
に
お
い
て
も
小
百
合
保
育
図
の

図
児
逮
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
(
写

+
具
)

役
場
前
で
行
わ
れ
た

街
頭
啓
発

4
月
6
日
か
ら
は凶
日
ま
で
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
と
し
て
H

ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
シ

l
ト
ベ
ル
ト
H

2
つ
の

S
で
安
全
運
転
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

‘ • 

4
月
6
目
、
町
内
各
小
学
校
で

一

斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
新
入
学
を
迎
え
た
児
童
は
全
小
学

校
で
印
名
、
町
で
も
人
口
の
減
少
や

少
子
化
の
影
響
で
毎
年
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

年
度
以
来
日
年
ぶ
り
に
全
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
、

地
域
で
も
明
る

い
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
、
昭
和
引
年
度
に
は
町

内
に

9
つ
の
小
学
校
が
あ
り
川
人
が

入
学
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
昭
和
削

、、ー-

八束小学校の新入学児童 2名

H、y

今
金
小
学
校
の
新
入
学
児
童
日
名

イ

種川小学校の新入学児童 1名

1・

花石小学校の新入学児童 1名

二ー嗣・、 、
美利河小学校の新入学児童 1名

回収します! あな芝の古い電話帳
NTT車日本では地球環i章惇護のため、古く立った電話帳を積極的に回
収して、賞躍のリサイクルを図っています.
新しい電話帳(5月中にお届け予定)を畳けたとられた際に、古い電話
帳を配達員にお濯しくださし」
また、配達員にお躍し出来なかった方は控目改めて回収に伺いますの
で、下記「タウンペ ジセンタ」までご連絡ください。ご協力をお願いい

たします。
《問い合わせ先》

タウンページセンタ
フリーダイヤル 0120-506309 

/ 

神丘小学校の新入学児童2名

〕nヨ〔



「つt雲町
《落部公園つつU祭り》
o日時/6月3日(日)午前10時~午桂3時
o悶泊料/市部公幽(※雨天時は落部町民セ
ンター}

※八監の町の花となっている 「つつじJ.八

裂の市部公倒はつつじの名所です.

今年の 『}I品部公国つつじ県りJにはメイ

ンに品近パラエティ一番組でも活躍中の簡

欧歌手凶I~タ紀さんを迎え、 I!BC ラジオの公

開師官を1'1います。 他にジャンボビンゴな

どの裂しいイベントが盛りだくさんですけ

0お問い合わせ先/日l実行委員会(位渇落部

支所内)801376-7-2231

]リド-Jl変滝本ツトワーワ暗報

北槍山町
『北繍山パークコルフ場』
小鳥のさえずりを聞きながら 爽やかな

汗をかいてみませんか.

。畳付時/:11/午前8時15分~午佳5時30分
。料金/プレ代

高校生以上 300円
。中学生以下 70指以上 100円
川具使川料クラブポール一式

200円 E

回数券 12ラウノド用 ;t 000円 1 
・お問い合わせ先 中込先/北倫山町商工 t 
観光間 801378-1-51Jl、北愉山グリーンパ l 
ーク 801378-{)-Q.'i30

「

文成町
『秘湯濁とぴあ目別』
4 !'Jよりオ プンした湯とぴあ臼
別.周囲を大自然に囲まれた静かな

白日IJ渓谷にある秘湯は地元湯治客や

観光容に大人気。

お湯は天然航路胤泉で無色透明、

湯温は約53皮あり、慢性皮膚病や神

経姉に効採があります.

。場所/大成町字富野(国道沿に看板

あり)

。入浴料/無料(お心のある方に清掃

に丘丘与して100円頂いています。)

No.37 

熊石町
熊石あわびの里フェスティHJII
O開催日/5月20日(日)

午前9時3防ナ~
0期所/熊石青少年旅行村
熊石特産の 「あわびJがメインの食
のお祭り。あわび食街道 ・浜焼き街

道・いにしえ食街道など色々な 「食」

が格安で味わえます。

活アワビが当たる宝餅ま吉、

YOSAliOIソ ラン踊りの共演などイベ
ント盛りだくさん。

・ST¥ラジオ公開録音 「岸千恵子 ・川
久保由香J歌謡ショー

「 瀬醐町
もう夏まで待て忽い 1
B&G海洋包ンタ-7!'ーヌン
ウインドサーフィン ーマリンジェッ トな

どいろいろなマリンスポーツが手軽に楽し

める B&G海洋センタ 艇庫が 5~ 5日

(土)にオープ/.初心者でもインストラク

ターが指導しますのでお気軽に.

.官能は9月:)0日まで(天候により不定休)

.ウインドサーフィンなど/2時r:n300円
・マリンジェットなど/1回200円
※操縦はインストラクタ が行います.

・お問い合わせ先/教育昏日会社会教育限

BOI:.:l78-7-3:122 

(' r-:比々 、 、ー
に， 弐ゲ・ヲ，/T¥ 
官立，jJ泌が4

， 

「長万部町
-4月28日オーヌン~
・あやめ公園パークコJIIフ喝.
アヤメ公園パ クゴルフ場は、 全

27ホール、あやめなどの花I車、夏場

のナイタープレー(7月~日月)等が
盤備されております。

プレ 料金 ・貸しクラブなどの利用

料金も無料となっておりますので、

こ'家族でお気軽にお立ち寄りくださ

い.
。場所/南部陣屋川河川敷(栄原)

・ぉ11:¥Jい合わせ先/役勾建設諜

801377-2-2'156 

44‘ • 

こ
の
4
月
に
山
村
留
学
生
と
し

て
美
利
河
小
学
校
に
や
っ
て
き
た

4
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
感
想
や
思
い

を
惑
い
て
く
れ
ま
し
た
。

「美
利
河
小
学
校
に
来
て
」

三年福嶋真ノ祐

c工別市出身)

ぼ
く
は
、
ピ
リ
カ
小
学
校
の

3

年
生
に
な
り
ま
し
た
。

3
月
に
大

麻
に
帰
っ
た
ら
、
カ
メ
ゴ
ロ
ウ
が

い
つ
も
ど
お
り
、
水
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
少
し
大
き
く
な
っ
た
き

が
し
ま
し
た
。
犬
の
チ
ャ
ベ
ス

は
、
「
ひ
さ
し
ぶ
り
」
と
い
う
か
お

で
、
ほ
え
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
み
ん
な
と
わ
か
れ
て

ピ
リ
カ
に
き
ま
し
た
。
ピ
リ
カ
で

楽
し
み
な
こ
と
は
、
か
石
を
と
る

こ
と
と
、
プ
ー
ル
に
は
い
る
こ
と

で
す
。4
月
日
日
に
、
手
が
み
と
に
も

つ
が
と
ど
い
て
、
中
に
は
タ
オ
ル

と
が
ょ
う
し
と
つ
な
ぎ
と
お
手
が

み
セ

ッ
ト
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ぽ
く
は
さ

っ
そ
く
色
が
ょ
う
し

で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
く
ん
が
、
手
と
足
に
な
る

ね
じ
を
ひ
ろ

っ
て
き
ま
し
た
。

朝
学
校
で
、
校
長
先
生
が

「す

ご
い
バ
ラ
ン
ス
だ
な

1
。」

と
い

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
み
ん
な
を
び
っ
く
り

さ
せ
た
い
で
す
。

「美
利
河
小
学
絞
に
来
て
」

司自閥
、
J

K
大
身

叫

林
出

刷
、
松
市

叩

幌

、-4年
札
回目

t

、

ぼ
く
は
、
美
利
河
小
学
校
で
一

番
や
り
た
い
こ
と
は
、
つ
り
で

す
。
り
ゅ
う
は
つ
り
を
し
た
か
っ

た
の
に
、
札
ぼ
ろ
に
い
る
と
き

は
、
つ
り
を
や
ら
し
て
く
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
つ
り
で
は、

2

1
3ぴ
き
は
つ
り
た
い
で
す
。

あ
と
や
り
た
い
こ
と
は
、
水
泳

と
野
球
と
ス
キ
!
と
ソ
フ
ト
ボ

l

特急せたな号運転開始
特急せたな号の運行が始まりました

.運行期間

。4月初日-9月初日。12月27日-12月31日
・発着時間 (瀬棚l→札幌)
。瀬 棚l→北楠111→今金→札幌

14:50→15:00→15: 10→20:00(予定)
.発活コース

i頼棚港~温泉ホテル北格山~今金町民センタ
ー~国縫経由~長万部経由~中山峠経由~札

幌駅パスターミナル

・発着時間(札幌→瀬棚)

。札幌→今金→北槍山→瀬 棚

9 :00→ 13:40 -13:50→ 14: 00 (予定)
.発着コース

札幌駅パスターミナル~中山峠経由~長万部

経由~国鎚経由~今金町民センタ ~温泉ホ

テル北楢山~瀬棚港

札幌発着均所/札幌駅パスターミナル l階
中レーン 5需のりば

〕nU
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奥美利河温泉『山の家』
4月28日オープン

ル
を
や
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
ペ

ッ
ト
の
ね
こ
は
、
ぜ

ん
ぶ
で

5
ひ
き
い
ま
す
。
そ
の
ベ

ッ
ト
の
名
前
は
、
ト
マ
ト
と
さ
く

ら
と
み
き
ち
ゃ
ん
と
フ
ー
ち
ゃ
ん

と
ボ
ン
で
す
。
一
番
ふ
と
っ
て
い

る
ね
こ
は
ト
マ
ト
で
、

一
番
や
せ

て
い
る
ね
こ
は
ボ
ン
で
す
。
で
も

前
は
六
。ひ
き
で
し
た
。
し
ん
で
し

ま
っ
た
の
は
、
チ
ヤ
ン
キ
ー
と
い

う
ね
こ
で
す
。
み
ん
な
心
ぱ
い
で

す
。
だ
け
ど
美
利
何
で
が
ん
ば
り

ま
す
。

「
は
じ
め
て
の
留
学
」

六年大嶋優

(愛知県大府市出身)

お
と
と
し
一
度
下
見
に
来
て
、

留
学
し
た
い
な
あ
、
と
思
っ
た
。

あ
れ
か
ら
二
年
後
や

っ
と
留
学
で

き
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
患
っ
た
こ

と
は
、
広
い
な
あ
、
い
い
な
あ
、
し

ず
か
だ
な
あ
、
だ

っ
た
。

広
田
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
、
牛

を
見
た
ら
や

っ
ぱ
り
牛
は
で
か
か

っ
た
と
思

っ
た
。

友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
た
。

「山町家J は自然休養林、日獣保~区
域に指定されていて、遊揖道沿いには美
しいブナの原生林が群生していますe建
物はヒパ、力ラマツ材を使ったログハウ
ス。5JIJfiJ!ミ二口グハウスのパンガローも
あります。

木の香りに包まれた丸太小屋のお風呂
のほか 森林浴と温泉浴が一度に楽しめ
る野趣満点の混浴の露天風呂があ りま
す.

電気は自家発電、もちろん電話なんかありません.質沢なまでの自然を
満喫してください.

『山の家』料金表

， ~・• 
2
年
前
に
会
っ
た
中
山
健
太
郎
君

と
も
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。
歩

く
ス
キ
ー
で
は
、
何
十
回
も
こ
ろ

び
ま
し
た
。

一
回
目
は
ぜ
ん
ぜ
ん

ダ
メ
で
、

二
回
目
は
た
く
さ
ん
こ

け
た
け
ど
か
な
り
う
ま
く
な
り
ま

し
た
。
雪
が
ふ
り
た
て
の
と
き
は
、

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
の
に
お
ど
ろ

い
た
。
か
ん
げ
い
会
の
時
、
も
の

す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
た
。
だ
け

ど
自
分
の
番
が
終
わ
っ
た
と
き

は
、
と
て
も
気
楽
だ
っ
た
。
だ
か

ら
出
て
き
た
料
理
を
ぱ
く
ぱ
く
食

べ
て
、
い
が
ち
ょ
っ
と
重
か
っ
た
。

帰
っ
た
ら

3
/
4
ね
む
っ
て

て
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
話
を
聞
い

て
て
、
い
つ
の
ま
に
か
十

一
時
に

な
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
や

っ
ぱ
り
こ
っ
ち
に

来
れ
て
よ
か

っ
た
。
来
て
な
か

っ

た
ら
、
た
ぶ
ん
つ
ま
ん
な
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
た
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
一
年
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

「
6
年
生
は
じ
め
て
の
美
利
河
」

六年久保田江美新

(愛知県名古屋市出身)

-予約販売所

東日本海フェリー(株)瀬棚営業所

87-3963 
※座席に余裕があれば予約なしでも乗車できま
す。

《北都観光株式会社》

宿泊料金は税別

大人 中人 小人

区 分 (12歳以上) (6歳以上 (6歳未満)

12歳未満)

I泊2食 5. 300円 4.550円 無料

日開iり入浴 300円 150円 無料

小人が寝具を使用又は食事をした場合は料金がかかります@
特別日は、 4月28日から 5月5目、 8月12日から16日までで、大人が500
円、中人が300円割増料金になります.
・11可t自専のお問い合わせ先
『クアプラザピリ力J801378-3-7111

初
め
て
美
利
河
に
来
て
思

っ
た

こ
と
は
、
空
気
が
と
て
も
お
い
し

い
と
言
う
こ
と
と
、
景
色
が
き
れ

い
だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
住
む

こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
「
宗

像
久
子
」
さ
ん
と
い
う
方
の
家
で

し
た
。
宗
像
さ
ん
は
里
親
さ
ん

で
、
優
し
く
て
、
気
楽
に
話
が
で

き
る
人
な
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

一
緒
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
上
原
権
人
君
で
し
た
。
権
人

君
は
、
初
め
て
会
っ
た
時
、
少
し

き
ん
ち
ょ
う
ぎ
み
で
し
た
。
で
も

同
じ
家
に
住
ん
で
か
ら

一
日
で
仲

良
く
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

兄
弟
み
た
い
に
仲
良
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
じ
愛
知
県
出
身
の
大
嶋
優
君

と
も
、
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
優

君
は
、
優
し
く
て
、
と
っ
て
も
元

気
で
、
明
る
く
活
発
的
な
子
で
、

ふ
ん
い
き
が
と
て
も
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
の
今
い
る
ク
ラ
ス
に
は
、
私

も
入
れ
て

7
人
し
か
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
と
も
仲
良
く

し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
目

一
杯
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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4月19日に開催された、平成13年度今金
地区林野火災予消防対策協議会において、

林野火災予防実施期間が決まりました。

林野火災は、 5月から 6月に油、，けて一番
多く発生します。

魚釣りや山菜採りなどで入山されるとき

は、タバコのポイ捨てやたき火は絶対しな

いで下さい。また、「ゴミ」の持ち帰り、「タ

バコ」の吸いがら入れの持参は最低限のマ

ナーです。

また、焼畑・地ごしらえなど火入れをす

るときは、役場の許可が必要です。必ず係

まで申諭してください。

《役場3階段林振興課畜産林務係》

5 月 l 日~6 Fl30日は
林野火災予防実施期間

5月10日から20日は強化期間J!

林
野
火
災
を
未
然
に
防
ご
う
1

山菜採りの事故を防ぐために

級かくなり、

ました。

山菜採りは、年齢を問わずに手軽に楽しめるレ

ジャーとして、多くの人々に親しまれております

が、毎年、全国各地で転落や避難事故が多発して

います。

山菜採りを楽しむシーズンを迎え

|一|ーらの一 個

ilRl番かillll番lこ通報 E・

01:l7H-2-0519 今金消防署 ・

801 :l7H-2 -01:15 (今金交番) E・

6 月 1 日 ~10 日は

電波利用保護旬間です

事故に遭わないために次のことに心がけましょ

う。

O 行き先、帰宅予定時間などを必ず家族や知人
に知らせておきましょう。

O 単独行動は避け、同行者と互いの位置を，11・認
しあいましょう。

O 道に迷ったときは、むやみに歩き回ることは
危険。落ち着いて行動しましょう。

O 万ーに備え、笛やラジオ、非常食を携帯し目
立つ服装をしましょう。

O 自然を大切にすることやゴミの持ち帰り、火
の後始末などの基本的なマナーも忘れずに苛り

ましょう。

O クマも山菜は大好物です。クマと遭遇しない
ためには自分の存在を先に知ってもらうことが

大切です。音の鳴るものを身につけ、獣の匂い

や気配を感じたら引き返しましょう。

4月18日には釧路支庁管内の白糠町で、山菜
採りの方がクマに襲われ死亡する事故が発生し

ています。

年
霊
相
談
日
の
ご
宗
肉

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。

と

き

5
月
M
日
(
木
)

午
前
9
時
1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
口
時
∞
分
1
1
時
ま

で
昼
食
)
役
場
2
階
中
会
議
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

町
民
諜
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

《役
場
1
階

国
民
年
室
保
限
料
の
売
戦

申
請
を
妥
り
付
り
て
い
ま
す

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま

っ
た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い

は
家
計
が
苦
し
く
納
め
た
く
て
も

納
め
ら
れ
な
い
方
に
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
て
い
ま

す。
免
状
申
諮
を
し
な
い
で
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、
将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

O
申
請
方
法

・
印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場
1
階 ， 

{町
民
探
年
金
係
]

O
期
限

・
5
月
末
日
ま
で

5臼
日動
31寧
日税

(水)Z
c期
す眼
l志

，41 • 〆¥

自
動
車
税
は
、
毎
年
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、

4
月

1
日
現
在
で
陸
連
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
で
す
。

(口

l
ン
で
購
入
し
た
場
合
な
ど

で
所
有
権
が
売
主
に
有
る
場
合

は
、
買
主
で
あ
る
使
用
者
が
納
税

義
務
者
で
す
。
)

な
お
、
納
税
に
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
愉
山
支
庁
総
務
部

税
務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(8
0
1
3

9

5

2

 

1
4
A
U
t
i

ハU

内
線

2
3
6
i
)

ハ口
l
ワ
l
っ
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

クリーンな電波環境が、情報社会を支えま

す。

不法な電波によって起こる隙筈例

1 テレビやラジオの画像 ・音声が乱れる

2 電話に雑音が入り、通話が困難になる

3 消防 ・救急用無線を妨害し、消防車 ・救
急車の現場到達が遅れる

4 防災行政無線を妨害し、災害時の緊急通
信が困難になる

5 鉄道の業務用無線を妨害し、列車の正し

い運行が妨げられる

熊出没注意!
4月初旬に美利i可
地区、日進地区で

クマが出没してい

ます。

な
お
、
北
倫
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
臓
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
巡
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
同
年
5
月
分

-
5
月
初
日
(
水
)

午
後
l
時

1
午
後
5
時

・
5
月
訓
日
(
木
)

午
前
9
時
1
ロ
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

[ハロ
l
ワ
ー
ク
函
館
]

8
0
1
3
8
1
2
6
0
7
3
5
 

【ハロ
l
ワ
i
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
1
2
i
2
8
0
9
 

農
業
施
設
の

水
難
事
故
に
注
意

1

農
業
用
水
路
に
放
水
が
始
ま
り

ま
す
。毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

幼
児
や
小
学
生
が
股
業
用
水
路
に

転
落
す
る
な
ど
の
悲
惨
な
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
も
始
ま
り
、

5
月
初
旬

か
ら
放
水
が
始
ま
る
農
業
用
水
路

に
は
、
か
ん
が
い
用
水
や
雨
な
ど

税務職員の名をかたる
不審電話にご注意!

成年後見制度とは、粕担l'上の附笹によって判断能力11'1分でな
い方。血呆性高齢者知的障害者軒!神障害者など)を保被する
ための制度です.

成年後見制度には

総務省では、警察、海上保安庁と共同で取

締りを行っています。

不法無線局が発見された場合には、告発・

検挙されl年以下の懲役または50万円以下の
罰金に処せられます。

区分 本人の判断力 援 助 古

i後見 全くない 成年後見人 監督人を選任す
保佐 特に不十分 補佐人 ることがありま
補助 不十分 補助人 す。
本人の判断能力11'不ー|分になったとき、本人があら

lf世f かじめ結んでおいた任意後見契約にしたがって任意
後見人が本人をIl!助する制度です。家庭裁判所が任

後見 意後見監督人を選任したときから、その契約の効力
が生じます.

次のようなタイプがあります

で
大
量
に
水
が
流
れ
込
み
ま
す
。

水
流
の
勢
い
も
増
し
大
変
危
険
で

す
。子
供
た
ち
が
好
奇
心
か
ら
、
万

一
用
水
路
な
ど
へ
落
ち
た
場
合
、

死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。

新しい成年後見制度を利用される方のために• • 

-電波に関する困りごと、ご相談は

問い合わせ時間/8 ・ 00~ 1 7 : 00 (土 ・日
及び祝日は除く)

・不法無線局、混信 ・妨害/8011ー737-0099
・テレビ ラジオの受信妨害/8011ー737-0033
・電波利用料/8011-709-6000
・その他行政相談/30[[-709-3550 

※m助者は必要に応じて複数の人や法人を選任することもあり
ます.
中立は原則として、本人が住んでいるところの家庭裁判所に
行います。巾立ができるのは、本人、本人家族の方などです。
家腿j世判所では、手続きや申立に必要な書類や費用などについ
て説明する家事相談を行っていますし、窓口には、記入しやすい
申立描JII紙も用意してありますので.どうそ'ご利用ください.
{函館家庭裁判所 B 0138-.12-2151) 

税務岩職員の名をかたり、電話で納税者の親族の
方「現住所、電話番号、勤務先、還付金振込先金融機
関名及び口座番号」を照会すると言う不審な事例が、

当局の各税務署管内で発生しております。
納税者の皆さまが不測の被害に遭わないよう、次

の点にご注意願います。
l 税務署職員が納税者の皆様に電話を行う場合は、
指名、部門名、氏名を名乗ってから用件を伝えること

としております。
電話があっときには、まず相手の所属、氏名等を必
ず確認していただくとともに、身に覚えがないJ!i日会

などご不審な点がある均合には、即答せずに税務署

にお問い合わせください。

2 税務署職員が納税昔宅に伺う際には、身分証明書
(顔写真付)と質問検査証又は徴収職員証票を機帯し

ています。
身分証明書等で所属、氏名等を確認してください。

(12) 

八雲税務署総務課

801376-3 -21'18 

社会福祉協議会だより 13・4.10 

出光額の星の学ず園、 些、ごJi厚聞意社会福祉協議会への
多 ，:.'1'耳付 F ありがとうございました敬称略I

《札幌市》 向B日ヨ 回 贋

鈴 木 文 人 今金中学校生徒会

《室蘭市》 今金町カラオケカナリヤ会
佐 藤 ftlJ 之 種 }I] 婦 人 A Zズ

《北槍山sIT)) 矢 出F 繁

'P 井 栄 子 安 藤 絞 光

《今金町》 中 キ、I 祐 吉

ホンマ色気商会 神丘老人クラブ
阿 部 幸 作 中里老人クラブ

大 倉 啓太郎

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
で
頭
首
工
・
用
水
路
な
ど
の
付

近
で
は
、
絶
対
に
遊
ば
な
い
よ
う

呼
び
か
け
、
注
意
し
あ
い
、
事
故

防
止
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
ま
し

ょ
う
。
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(重点目標)

嗣
]

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

恒

町

の

歴

史

や
自

然

・
文
化
を
大
切
に
し

困

'
家

庭

や
学
校

、

地

域

社
会

の
き
ず
な
を
深
め

目
白

熱
意
を

も

っ
て

、

自
ら
楽
し
く
健
や
か

に
学
び
合

い
ま

し

ょ
う
。

社会教育

だより
第294号

健
康
の
原
点
は
歩
く
こ
と
か
ら
日

野
山
の
木
々
も
芽
を
吹
き
は
じ

め
い
よ
い
よ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
健
康
や
余
暇
の
活
用
な

ど
に
関
心
が
た
か
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
志
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、

町
民

の
皆
さ
ん
が
簡
単
に
取
り
組
め
る

ス
ポ
ー
ツ
、
「
競
う
ス
ポ
ー
ツ
」
か

ら
「
ふ
れ
あ
う
ス
ポ
ー
ツ
」
に
重

点
を
移
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
次
今
金
町
社

会
教
育
中
期
計
画
の
中
で
も
、
町

民

一
人
ひ
と
り
の

「あ
る
け
あ
る

け
運
動
」
の
推
進
と
し
て
、
重
点

に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

5
月

幻

日

(
日
)
に
町
民
へ
ル
シ

l
ウ

オ

l
キ
ン
グ
の
集
い
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

正
し
い
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の
仕
方

や
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
実
技
講
習

会
を
合
わ
せ
て
行
う
予
定
で
す
。

自
然
観
察
や
親
子
・
友
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
か
ら
だ
と

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

， 

• • 

〈
支
援
〉
で
つ
く
る

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
〈
自
主
〉

と

い
よ
い
よ
新
世
紀
の
幕
開
け
。

昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
今
金
し
あ

わ
せ
物
語

1
第

4
次
今
金
町
総
合

計
画
」
が
本
格
的
に
始
動
い
た
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
を
受
け

て
第
2
次
今
金
町
社
会
教
育
中
期

計
画
(
平
成
同
年
度

1
平
成
口
年

度
)
も
策
定
委
員
会
(
田
中
稔
委

員
長
)
の
答
申
に
基
づ
き
「
今
金

学
び
の
道
標
べ
」
と
し
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い

や
交
流
を
基
本
と
し
て
、
町
に
あ

る
様
々
な
学
習
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
て
豊
か
な
学

p
a
r
t
-

習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
こ
う

と
す
る
生
涯
学
習
の
考
え
方
に
基

づ
い
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
息
づ
い
て
い
る
の
は
、
主
役
と

な
る
町
民
自
ら
が
積
極
的
に
学
び

に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
(
自
主
)

の
姿
勢
と
、
そ
れ
を
喚
起
し
、
そ

の
た
め
の
条
件
整
備
を
推
し
進
め

る

〈支
援
〉
の
姿
勢
を
社
会
教
育

行
政
の
役
割
と
す
る
二
つ
の
視
点

を
よ
り
明
確
に
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
本
町
で
は
様
々
な

学
習
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
、

生
活
を
向
上
し
豊
か
な
生
き
が
い

を
求
め
よ
う
と
す
る
願

い
は
、
時
を
追
う
ご
と

に
高
ま
り
を
み
せ
、
新

し
い
観
点
で
の
学
び
の

場
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
私
た
ち
町
民

一

人
ひ
と
り
が
町
の
宝
物
。

学
び
を
通
し
て
、
ま
ち

問
い
合
わ
せ
は
、

一一

i
三
四
八
八

人
間
の
動
物
学
的
な

最
大
の
特
徴
は
直
立
し

て
二
本
足
で
歩
く
こ
と

で
す
。
こ
の
人
間
だ
け

が
で
き
る
こ
足
歩
行
に

よ
り
、
手
が
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
そ
の
こ
と
が
脳
を
大

き
く
し
て
き
ま
し
た
。

手
を
つ
く
歩
き
方
で

は
、
頭
は
体
の
前
に
く

る
の
で
、
地
球
の
引
力

に
逆
ら

っ
て
頭
を
支
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
だ
け
脳
の
大
き
さ
は

限
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
復
雑
な
こ
と
を
考

え
る
こ
と
、

言
葉
を
話

す
こ
と
、
こ
う
し
た
人

間
の
特
徴
は
、
み
ん

な
、
二
足
歩
行
に
よ
り

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
、
い
っ
こ
ろ
か
ら
二

本
足
で
歩
く
よ
う
に
な

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
こ

れ
ま
で
に
沢
山
の
猿
人
の
化
石
が

ピリカ遺跡への遠い道のり(2)
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
た

め
に
、
こ
の
項
で
は
第
2
次
社
会

教
育
中
期
計
画
を
通
し
て

〈学

び
〉
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ

i

回
目
は
本
計
画
の
概
要
か
ら。

口
5
ヶ
年
の
目
標
と
重
点

本
計
画
期
間
中
に
お
い
て
進
め

る
こ
と
が
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
と
し
て
以
下
の
と

お
り
定
め
ま
し
た
。

女
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・

年
代
に
応

じ
た
学
習
に
応
え
る
社
会
教
育

1

積
極
的
に
生
き
が
い
を
求
め
豊
か

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
町

民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

古
学
社
融
合
を
推
進
す
る
社
会
教

育

1
学
校
教
育
と
地
域
の
学
習
活

動
と
の
協
働
に
よ
り
、
子
ど
も
達

の
健
全
育
成
と
地
域
の
生
涯
学
習

の
高
ま
り
を
支
援
し
ま
す
。

女
地
域
教
育
資
源
の
活
用
を
目
指

す
社
会
教
育

1
地
域
に
あ
る
人

・

物

・
自
然
な
ど
を
活
用
し
た
特
色

あ
る
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

品
川
町
民
(
団
体
・
個
人
)
の
自
主

的
学
習
活
動
を
支
援
す
る
社
会
教

育

1
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
学
習

活
動
が
自
発
的
に
行
わ
れ
る
条
件

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
東
ア
フ
リ
カ
で
は
ア
フ
ァ
ー

ル
猿
人
な
ど
削
万

1
刷
万
年
前
の

い
ろ
い
ろ
な
猿
人
化
石
が
出
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
猿
人
は
人
間

の
祖
先
で
す
が
、
現
代
人
に
比
べ

る
と
体
が
か
な
り
小
さ
く
、
体
型

も
脚
が
短
く
て
、
木
登
り
に
依
存

し
て
い
た
類
人
猿
の
名
残
り
が
み

ら
れ
、
ゴ
リ
ラ

・
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
-

ボ
ノ
ボ
に
次
ぐ
第
四
の
類
人
猿
と

い
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
な
か
か

ら
石
器
を
使
い
始
め
る
者
が
現

。

三 ノ主主主 人
とこ竺土 i、

叫 |人 ¥宅入つ可了
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(万年前1

人盟の系掴

• • 
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

台
地
域
社
会
と
連
携
す
る
社
会
教

育

1
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
分
業
と
協
働
に
基
づ
く
連

携
体
制
づ
く
り
と
個
性
を
認
め
合

い
、
相
互
に
高
め
合
い
共
に
生
き

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

み
H

望
ま
し
い
施
設
整
備
を
図
り
町

民
の
学
習
を
支
援
す
る
社
会
教
育

1
学
習
活
動
が
一
層
充
実
さ
れ
、

自
主
性
が
育
ま
れ
る
よ
う
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
生
涯
学
習
拠
点
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

背
広
域
的
学
習
活
動
を
推
進
す
る

社
会
教
育
ー
よ
り
広
範
な
学
習
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
町
内
地
域

問
、
近
隣
町
と
の
学
習
機
会
や
学

習
資
源
の
相
互
活
用
に
努
め
ま

す
。

会
情
報
化
、
国
際
化
に
対
応
す
る

社
会
教
育

i
情
報
社
会
、
国
際
社

会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
づ
く

り
の
た
め
の
学
習
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
一

層
の
人
的
交
流
と
情

報
学
習
を
進
め
ま
す
。

占
H

地
域
の
誇
り
を
後
世
に
引
き
継

く
社
会
教
育

1
古
来
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
治
産
の
保
存
伝
承

・

活
用
と
生
活
に
密
着
し
た
文
化
活

動
を
支
援
し
、
郷
土
愛
や
ふ
る
さ

と
今
金
に
向
け
る
心
を
育
み
ま
す
。

れ
、
そ
れ
と
と
も
に
脳
容
量
が
大

き
く
な
り
、
原
人
そ
し
て
現
代
人

に
つ
な
が
り
ま
す
。

D
N
A
研
究

に
よ
っ
て
類
人
猿
と
ヒ
ト
の
比
較

か
ら
、
ヒ
ト
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が

分
岐
し
た
の
は
柵
万
年
前
か
ら
刷

万
年
く
ら
い
前
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
が
、
肝
心
の
削
万
年

以
前
の
猿
人
化
石
が
発
見
さ
れ

ず
、
こ
の
こ
と
が
人
類
史
上
最
大

の
空
白
で
し
た
。
し
か
し
、

1
9

9
2
年
に
な

っ
て、

州
万
年
前
の

猿
人
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
も

直
立
二
足
歩
行
を
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
本
足
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
問
万
年
く
ら
い
前
か
ら
、

ア
フ
リ
カ
で
は
降
水
量
や
風
の
様

子
が
変
り
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
の

東
側
は
降
水
量
が
十
分
で
は
な
く

な
り
、
乾
燥
に
た
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
背
丈
の
低
い
植
物
だ
け
が

生
え
る
サ
バ
ン
ナ
(
熱
帯
草
原
)

地
帯
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
類
人

猿
は
森
林
か
ら
追
わ
れ
た
た
め
だ

と
従
来
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
が
森
林
化
石

と
と
も
に
出
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
解
釈
で
は
説
明
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
(
つ
づ
く
)

〕au『1
 
〔

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

【
事
同
》

す

日
目
印

桧
山
管
内
軟
式
野
球
審

ま

i-

Hυ 

判
講
習
会

9

∞

総

な

合
体
育
館

・
他
民
グ
ラ
ン

配一一雪ロ

ド

電

川
日
開
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

棺

講
習
会

問

∞

総
合

同国
+
4
0
 

体
育
館

即

日
日
制
体
育
協
会
理
事
会

・
加

帳

盟
団
体
代
表
者
会
議

問

時

∞

総

合

体
育
館

南

同日日

ω
四
つ
薬
会
役
員
会
日

不

。
初
学
習
セ
ン
タ
ー

ゆ
日
出

今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

廿

団
本
部
結
団
式

・
体
力
テ

番

ス
ト
会

M

∞

総

合

目

体
育
館

5qd
 

m日
間
グ
ラ
ン
ド
開
き
野
球
大

一

会

9

∞

健
民
グ
ラ

2

ン
ド

は

お
日

ω
四
つ
薬
会
総
会

刊

の

∞

学

習

セ

ン

タ
ー

ラ九[

幻
日
間
町
民
へ
ル
シ

l
ウ
ォ

l

y

キ
ン
グ

9

∞

奥

ピ

村育子

リ
カ

〕rD
 
1
 
〔



「
総
合
福
祉
施
設
と
し
ベ
つ
」
の

2
階
に
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設

が
あ
り
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

と
は
?

ご
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し

て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
ご
本
人

は
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て
、

心
や
身
体
機
能
の
維
持

・
向
上
を

目
指
し
、
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で

再
び
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

施
設
で
す
。
介
態
老
人
保
健
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
は
入
所
サ
ー
ビ
ス
と

通
所
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

(1
)
入
所
サ
ー
ビ
ス

①
療
養
介
護
サ
ー
ビ
ス
(
施
設
入

所
)
常
時
看
護
婦

・
介
護
職
員
が

ご
利
用
さ
れ
る
方
の
程
度
に
合
わ

せ
て
ケ
ア

・
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
活
動
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
毎
月
の
誕
生

会

・
季
節
ご
と
の
行
事
等
を
通
じ

月みんなの5 

て
楽
し
い
療
養
生
活
が
過
ご
せ
る

よ
う
に
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

※
利
用
対
象
者
は
要
介
護
度
l
以

上
の
方
で
す
。

②
短
期
入
所
療
養
介
護
(
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
施
設
入
所

と
同
じ
で
す
が
、
家
庭
で
の
介
護

が
農
作
業
等
で
大
変
な
時
や
冠
婚

葬
祭

・
旅
行
な
ど
で
一
時
的
に
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
ご
利
用
で
き

ま
す
。
利
用
期
間
に
つ
き
ま
し
て

は
要
介
護
度
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

※
利
用
対
象
者
は
要
支
援
以
上
の

方
で
す
。

(2
)
通
所
サ
ー
ビ
ス

①
通
所
リ
ハ
ビ
リ
(
デ
イ
ケ
ア
)

利
用
さ
れ
る
方
の
心
身
の
状
況
に

合
わ
せ
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
・
送
迎

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

・
趣
味
活
動

・
療
養
娯
楽
活

動

・
入
浴
や
食
事
の
提
供
を
行
い

ま
す
。
ま
た
通
所
利
用
に
あ
た
り
、

家
で
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
ご
家

， 

づくり 国保係)

総合福祉施盟内保闘セノター

持ち物母子手帳タオルなど臨古福祉施設内時瞳セノター

5月21日間}1 10: 00-

900-12 : 00 I 82 -2 7 8 0 
""./，-1-時川 l 

八雲転合病院リウマチ科に

通院されている方
無l草地区巡回診療(リウ
マチ科)

すくすく子育てダイヤル

' . • 
持ち物母子手帳タオルなど

持ち物母子手帳タオルなど

診
機
ま

干
山
町
り
医
あ

帳
病
て

手
各
J

Z
l
e
a
l
-

昨
如
意
診
同

物
予
モ

ち

*

に

.

持
票
関
す

邑台福祉施設内保障セノター

龍合福祉施設内毘睡セノター

1'1: 30-15 : 001今金町国保病院

II :30-15: 001今金町国保病院

1113. 1月生まれの子

1112.3.11月生まれの子

対車音には 日
内しています.

ホ風車予防接圏中宇生対望

者には個別通知します.

12ヶ月児健診

3稲i混合予防接稲 1j剖

放
の
介
護
負
担
を
続
減
で
き
ま
す
。

利
用
対
象
者
は
要
支
援
以
上
の
方

で
す
。ま
た
、
利
用
料
金
等
の
詳
し
い

こ
と
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
は

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
内

.
介
護
老
人
保
健
施
設

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
 
2
1
1
2
7
8
0
 

お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

くお知らせ〉

食無医地区巡回話時の畳障には 予約が必盟です.必ず健陣づくり係までご直結ください.

霊酔'1'込予約 健闘保険柾 老人医甜畳給11柾(70歳以上田方)をお忘れになりますと、八霊能合嗣院の事前がスムーズに迎ばなくなりますの
で ご協力お願いします.鋸医地区巡回診柑は病院の治晴世と同じです.

会3揃迎合予防接Hij IUIには 初回と追加があり それそPれ接帥間隔が且なります.

予防控凶日程表や f予防撞岨と子どもの健闘』などを抽読され 畳けてくださるようお願いいたします.

無医地区巡回並曜の予約やその他の問い合わせは、総合福祉施設としべつ保曲師祉国他臨づくり匝 82-2780まで.

13:30-10:001岩間医院

13: 30-10: 201宮田医院

風疹予防接極

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

情報サービス係では町広報紙の「わが家のアイ

ドルJ欄に掲載するアイドルを募集しています。ご
希望の方は次の要領によりご応募下さい。

。応募方法

次の内容を書いたものと写真を添えて応募下さ

.アイドルの氏名と生年月日

-保護者の住所、氏名、電話番号

・掲載したい写真(写真はご希望があれば撮りに

伺います。自宅でも保育所等でも構いません。)
・コメント (100文字以内)

※コメントは後日 FAXかEメールでも構いません。

。対象年齢

・生後 l歳から 4歳までを目途とします。
。その他

掲載された方には、

げます。

。応募先

役場2階
TEL2-0111 

EH~Yドレ1

カレンダーを作って差し上

総務課情報サービス係

(内線234) FAX2-2492 

1mζIkane-SOllslll@hakodalc. or. .i}l 
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予
防
接
種
は
何
の
た
め
つ

予
防
接
種
は
様
々
な
感
染
症
に

対
す
る
免
疫
(
病
気
に
抵
抗
す
る

力
)
を
持
た
な
い
人
が
、
免
疫
を

つ
け
て
病
気
の
悪
化
や
広
が
り
を

ふ
せ
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
た
時
に
お

母
さ
ん
か
ら
免
疫
を
も
ら
っ
て
き

ま
す
が
、
生
後
3
ヶ
月
頃
か
ら
徐

々
に
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
か
ら

だ
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
の

に
、
様
々
な
環
境
で
生
活
す
る
こ

と
で
感
染
症
に
か
か
り
ゃ
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
お
母
さ
ん
か

ら
の
免
疫
が
な
く
な
り
始
め
る
時

|

|
期
か
ら
の
、
予
防
接
種
が
必
要
に

E
I
な
る
わ
け
で
す
。

O
予
防
接
種
の
種
類
は
つ
(
定
期
)

定
期
の
予
防
接
種
は
法
律
で
定

め
ら
れ
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
金
町
で
は
次
の

よ
う
な
日
程
で
行
い
ま
す
。
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予
防
接
種
で
は
対
象
年
齢
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の

時
期

・
対
象
者
な
ど
に
つ
い
て
は

予
防
接
種
目
程
表
と
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
よ

く
読
ん
で
予
防
接
種
を
正
し
く
受

け
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
対
象
年
齢

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
次
々
と
受
け

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

別
の
種
類
の
予
防
接
観
を
受
け
る

ま
で
に
、
ポ
リ
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麻
疹
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風
疹

・

B
C
G
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お
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ふ
く
か
ぜ

・
水
ぼ
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そ
う
は
四
週
間
以
上
、

3
種
混

合
1
期

・
2
期
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
1
週
間
以
上
あ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し

3
種
混
合
i

期
の
初
回
で
は
、

3
回
そ
れ
ぞ
れ

に
3
1
8週
間
の
間
隔
で
予
防
接

種
を
受
け
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
は

「予
防
接
種
の
し
お
り
」
と
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
十
分

に
読
み
、
当
日
は
母
子
手
帳
と
記

入
済
の
予
診
票
を
お
持
ち
下
さ
い
。

予
防
接
種
を
行
う
に
あ
た
っ
て

お
子
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有

無

・
当
日
の
体
調
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
や
、
予
防
接
種
の
対
象
年

齢

・
次
の
接
種
ま
で
の
間
隔
な
ど

を
守
り
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ-つ。

ご不明な点ご心献点などありましたら問も健康づくり係にご相談下机 1(."， ... 1:111. 
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F織のアイドル運転免許証
更新時講習のご案内

みく

‘八重樫美玖ちゃん

(平成10年12月B日生まれ)
高葉町 八重樫和宏さん、祐妻子さんの長宜

【親から]

ハ~イ"みくです。毎日エプロンをし

て、 ，¥lv掃除機で掃除をしたり、御飯支度

の手伝いをするのが大好きです。

暖かくなってきたので、お友だちと一

緒にお外で体をいっぱい動かして遊びた

いです。

-優良講習(30分講習)
. 5月24目、 6月7日(午後l時)
北桧山町農村環境改善センター

・5月17目、 6月1'1日(午後日寺)
今金町民センター

・一般講習(2時間)

. 6月7日(午後2時)

北槍山町農村環境改善センター

遼馬ちゃん今金町の交通事故発生状況

， 

神丘西部

【親から】

3人兄姉の末っ子で、いつもお兄ちゃ

んとお姉ちゃんと仲良く遊んでいます。

アンパンマンとドラ工モンが大好きな

りょうま君"。

元気にたく ましく育ってほしいです。

砂村上

(平成10年"月 4日生まれ)
村上民夫さん、京子さんの2男

3月末計
10件
。名

11名

3月発生
2件
。名

2名

発生件数

死者数

傷者数

出ss運動(スピードダウン ーシートベルト着用)
で交通事故を未献に防ごう !

交通事故死ゼロ日数 178日

休日当番医
5月13日 道南ロイヤル病院(北槍山)
20日 北柏山町国保病院(北槍山)
27日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

(6月分については予定です)

6月3日今金町国保病院(今金) 82-0221 
10日 道南ロイヤル病院(北檎山) 84-5011 
17日岩間医院(今金)82 -0057 
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので ご了承下さい.

生=、 ※診療時間

t t t t t叶 午前10時から正午まで
午後 1時から 3時まで

84 -5011 
84-5321 
87 -2470 

ゃ。SooS。

明)南田代

幸)商工団地

幸)寒昇

史)鈴岡第一

住民の動態
3月末現在

前月対比

人口 6，974人(ム105)

男 3，365人(ム 50)

女 3，609人(ム 55)

世帯数 2， 677世帯(ム 42)
~おたんじようおめでとう

西 事存ちめん 3月23日(保護者
久保田真衣ちゃん 3月26日(保護者

れいや

田島 怜哉ちめん 4月14日(保護者

坂本 優斗ちゃん 4月14日(保護者

政

久

英

好

。30080080
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商工会のホームページオープン固いつまでもおしあわせに

4/11上西 祐さん(中花石)=猪口

(， 

今金町商工会のホームページがオ プンしまし

た。

「今金町商工会の紹介Jr町の銘菓・特産品Jrイ
ベント情報Jr宿泊施設・
飲食庖Jrリンク集Jr掲示 念+銅窃輸相 聞

板」の各項目に分け紹介 ぷ鎚窃晶 、".，.'... 

しています。商工会青年 法』 叩'ニ:
部の手作りで、今後、随時 ilR 

内容を充実させていくそ

うです。

ぜひ、ご覧ください。

1育子さん(美利河三股)

2歳(卜マンケシ)

87歳(南町)

85歳(八幡町)

79歳(金 原旭)

65歳(大和町)

64歳(御 影)

~おくやみもうしあげます

永井察菜さん 3月23日

鈴木正三さん 4月5日

三津橋テルさん 4月9日

北見文雄九 4月9日

田中 充さん 4月10日

小川泰平さん 4月12日
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4月18日妻存否まで

広報紙が再生紙に!
町では自然環境に配慮するため、 6月号広報紙から

再生紙を使用いたします。

(18) 
http://www.hakodate.or.jp/imakane/ 今会11IJホームページ


